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(ー) 昭和37年9万?G日

~8月の人口動態~
男 8.775人
女 9.490人
計 18.265人
世帯数 4.150 (日月末日現在)
出生 1 9件
死亡 6件
婚姻 1 1件
離婚 2件 実

施
状
況

人
員
を
節
減
し
人
件
費
の
節

減
を
行
っ
た
。

凶
物
件
費
の
抑
制
及
節
減

物
件
費
は
極
力
節
減
し
た
。

剖
補
助
交
付
金
の
抑
制
及
節
減

補
助
交
付
金
は
廃
止
を
原
則

主
し
て
極
力
節
減
し
た
。

凶
寄
附
負
担
金
の
抑
制
及
節
減

寄
附
金
は
廃
止
又
は
極
力
節

減
し
た
。

2
投
資
的
経
費
の
抑
制
及
節
減

山
補
助
事
業
費
の
抑
制
及
節
減

国
庫
補
助
起
催
充
当
額
を
考

慮
し
て
調
整
し
た
。

間
単
独
事
業
費
の
抑
制
及
節
減

特
定
財
源
を
考
慮
し
消
費
的

経
費
節
減
に
よ
る
町
財
政
の

範
囲
内
に
於
て
調
整
し
た
0

3
そ
の
他
の
経
費
及
節
減

山
繰
出
金
の
抑
制
及
節
減

担
保
出
は
限
わ
な
か
っ
た
。

三
、
歳
入
の
増
収
及
確
保

1
税
の
増
収
及
び
確
保

山
新
税
の
創
設

新
税
創
設
な
し

印
税
率
の
引
上
げ

税
率
引
上
げ
行
わ
す

印
課
税
標
準
の
補
捉

軽
自
動
車
、
原
動
機
付
自
転

車
、
農
耕
用
作
業
車
の
一
斉

調
査
を
行
い
脱
税
凶
止
に
つ

と
め
た
。

凶
徴
収
歩
合
の
引
上
げ

行
政
区
域
は
部
落
単
位
の
納

税
組
合
の
未
結
成
地
区
に
つ

き
懇
談
会
、
説
明
会
等
を
関

与
口
納
税
完
納
に
つ
と
め
た
。

間
滞
納
整
理

区
長
会
で
納
税
対
策
委
員
会

を
設
け
て
側
面
的
な
協
力
と
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長浜町役場

の
公
表

今
迄
各
部
門
毎
に
滞
納
整
理

を
し
て
い
た
も
の
を
税
務
課

に
集
中
し
徴
収
専
門
の
係
を

置
を
滞
納
整
理
を
行
っ
た
。

2
税
外
収
入
の
増
収
及
び
確
保

山
使
用
料
の
増
収
及
び
確
保

徴
収
の
集
中
強
化
を
図
り
増

収
に
つ
と
め
た
。

凶
手
数
料
の
増
収
及
び
確
保

極
力
増
収
に
つ
と
め
た
。

間
滞
納
整
理

各
部
門
の
徴
収
を
一
本
化
し

て
滞
納
整
理
に
努
め
た
。

岸本印刷所

長
い
あ
い
だ
懸
案
と
な
っ
て

い
た
ご
み
焼
却
炉
(
工
費
四

O

O
万
円
)
が
完
成
し
、
豪
華
な

ご
み
運
級
車
(
価
格
一
一
二

O
万

円
)
も
購
入
さ
れ
て
町
内
全
地

域
の
環
境
衛
生
の
徹
底
を
期
す

る
と
と
に
な
っ
た
こ
と
は
既
に

ど
承
知
の
通
り
。
ま
た
現
在
、

本
町
の
み
な
ら
ず
全
国
的
に
問

題
と
な
っ
て
い
る
、
尿
尿
処
理

に
つ
い
て
も
、
こ
ん
ど
大
洲
市

長
浜
、
内
子
、
五
十
崎
、
肱
川

の
一
市
四
町
が
大
洲
、
喜
多
衛

生
事
務
組
合
を
設
立
し
て
、
尿

尿
処
理
施
設
を
共
同
で
設
置
し

こ
れ
を
運
営
管
理
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
尿
尿
処
理
施
設

は
総
工
費
四
千
七
百
万
円
、
本

年
度
中
に
完
成
の
見
込
み
で
、

場
所
は
大
測
市
管
内
の
適
地
を

選
ん
で
建
設
さ
れ
る
予
定
で
あ

る。
町
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
汚

物
処
理
施
設
の
基
礎
が
確
立
さ

れ
た
こ
の
機
会
に
「
長
浜
町
清

掃
条
例
」
を
新
た
に
制
定
し
て

町
内
の
汚
物
処
理
に
関
す
る
町

の
責
任
を
明
確
に
す
る
と
共
に

1 、

長
浜
町
清
掃
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

印刷所

V 

J 

，.'、

、

財

政

再

建

計

画

の

町
民
各
位
の
格
段
の
御
協
力
を

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
特
に
一
般
の
御
了
解
を

得
た
い
こ
と
は
、
こ
の
ご
み
の

収
集
及
び
処
分
に
つ
い
て
は
今

後
、
通
常
の
世
帯
は
月
額
五

O

円
、
特
殊
な
職
業
で
多
旦
一
旦
の
ご

み
を
排
出
す
る
家
庭
は
月
額
百

円
を
手
数
料
と
し
て
徴
収
す
る

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
(

生
活
保
護
世
帯
及
び
低
所
得
階

層
に
つ
い
て
は
減
免
の
措
置
を

講
じ
る
)
。
こ
の
手
数
料
は
清

掃
法
(
昭
和
二
十
九
年
法
律
第

七
十
二
号
)
の
規
定
に
も
と
事
つ

い
て
町
が
行
う
汚
物
の
収
集
及

び
処
分
に
つ
い
て
徴
収
す
る
も

の
で
、
将
来
に
お
け
る
施
設
の

維
持
、
運
営
費
(
年
間
所
要
額

約
一
六

O
万
円
〉
の
一
部
に
充

当
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ち
か
く
、
関
係
各
地
区
の
区

長
さ
ん
を
通
じ
て
こ
の
町
が
行

う
ご
み
の
収
集
及
び
処
分
を
希

望
さ
れ
る
世
待
の
申
込
み
を
受

付
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
ご
承
知
下
さ
い
。

こ
の
際
、
山
や
畑
の
所
有
者

で
ご
み
を
肥
料
と
し
て
処
分
し

て
い
ら
れ
る
世
帯
や
、
自
分
で

ご
み
を
完
全
に
焼
却
で
を
る
家

庭
等
は
別
と
し
て
、
自
か
ら
処

理
で
ぎ
な
い
家
庭
は
こ
ぞ
っ
て

ζ

の
せ
っ
か
く
の
施
設
を
満
度

に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
河
川

や
海
岸
等
に
助
棄
す
る
こ
と
の

絶
対
に
な
い
よ
う
特
に
お
願
い

す
る
。
か
く
し
て
環
境
衛
生
の

徹
底
し
た
清
潔
で
明
る
い
わ
が

長
浜
町
が
、
ま
も
な
く
必
ず
や

現
出
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
堅

く
信
ず
る
の
で
あ
る
。
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一

受

給

要

件

の
当
該
傷
病
前
に
ひ
き
つ
守
つ
い
て
一
年
以
上

納
付
し
て
い
る
こ
と

①
法
に
定
め
る
一
級
ま
た
は
二
殺
峰
害
に
該

当
す
る
こ
と
。
こ
の
診
断
は
医
師
が
行
い

ま
す
。

の
夫
等
の
死
亡
前
に
ひ
き
つ
づ
ぎ
一
年
以
上

納
付
し
て
い
る
こ
と

⑦
夫
位
一
守
が
死
亡
し
夫
等
に
よ
り
生
計
を
維
持

し
た
妻
等
が
一
八
才
未
満
の
子
等
(
病
疾

の
と
さ
は
二

O
才
未
満
)
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
る
こ
と

町
父
ま
た
は
母
が
死
亡
前
に
ひ
き
つ
づ
き
一

年
以
上
納
付
し
て
い
る
こ
と

伺
両
親
が
な
ぐ
子
が
十
八
才
未
満
(
療
疾
の

と
き
は
二
十
才
未
満
)
で
あ
る
こ
と

①
老
令
年
金
一
ま
す
。
た
だ
し
、
希
望
す
る
場
一
納
め
る
程
多
額
に
な
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
六

O
才
ま
で
納
一
合
は
六

O
才
か
ら
減
額
し
て
支
一

付
し
て
六
五
才
か
ら
支
給
さ
れ
一
給
さ
れ
ま
す
。
年
金
額
は
長
く
一

国
民
年
金

被
保
険
者
の
皆
様
ヘ

国
民
年
金
制
度
は
早
く
も
一
二
一
、
保
険
料
を
引
続
い
て
納
め

回
の
改
正
を
経
て
次
の
よ
う
に
一
て
い
る
万
は
次
の
よ
う
に
一
番

改
善
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
子
一
有
利
な
年
金
が
も
ら
え
ま
す
。

で
ゆ
け
ば
前
途
は
更
に
洋
々
た
一
①
障
害
年
金
、
母
子
(
準
母

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

一

子

)

年

金

、

遺

児

年

金

年

金

の

種

類

年

金

額

障
害
年
金
一
給
障
害
一
二

O
、

0
0
0円

二
給
障
害
二
四
、

0
0
0円

母
子
年
金

(
鉾
間
程
一
)

基
本
額
一
九
、
二

O
O円

加
算
額
子
一
一
人
目
か
ら
一
人
に

つ
を
四
、
八

O
O円

遺
児
年
金

H
N
圃

gc'工
-80(山
市
日
)
簿

H
)

山
門

δ
時
片

年

金

(
通
常
の
場
合
)

納
付
し
た
胡
間
一
年
1
二
O
年、

O
円
の
計
算
一
一
一
年
以
上
、
二
一
年
目
よ
り
一
年
に

つ
き
一
、
二

O
O円

(
特
別
の
場
合
)

日
現
在
三
十
二
才
以
上
の
方
は
納
付
し
た
期
聞
が
十

(
年
以
上
二
十
年
未
満
の
場
合
に
は
特
別
支
給
が
あ

っ
て
右
記
よ
り
有
利
に
な
り
ま
す

2
a
六
才
以
上
の
方
は
納
付
し
た
期
間
が
一
年
以
上

l
十
年
未
満
の
場
合
に
は
特
別
支
給
が
あ
っ
て
右
記

よ
り
有
利
に
な
り
ま
す

明
年
金
額
が
右
に
よ
り
計
算
し
た
額
が
免
除
期
間
等

の
た
め
一
二
、

0
0
0円
よ
り
少
な
い
と
き
は
也

O
才
か
ら
は
ご
一
、

0
0
0円
支
給
さ
れ
ま
す
。

額

一
年
に
つ
ぎ
九

O

こ
れ
ら
の
年
金
は
、
本
年
五
月

一
日
か
ら
受
給
権
が
発
生
し
て

い
ま
す
か
ら
、
現
に
こ
れ
ら
の

年
金
中
、
母
子
福
祉
年
金
を
も

ら
う
人
が
当
町
内
で
も
数
件
で

て
い
ま
す
。

不
幸
に
し
て
次
の
条
件
に
該

当
し
た
方
は
す
ぐ
に
役
場
に
連

絡
し
て
下
さ
い
。件

受

給

要

(
塁
常
の
場
合
)

二
五
年
以
上
の
納
付
ま
た
は
免
除

(
特
例
の
場
合
)

山
現
在
三
二
才
以
上
の
方
は
年
令
に

よ
っ
て
二
四
年
か
ら
一

O
年
ま
で

に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

間
四
六
才
以
上
の
方
は
年
令
に
ょ
っ
E

て
七
年
か
ら
四
年
ま
で
に
短
縮
さ
一

れ

ま

す

。

一

障
害
福
祉
年
金
、
母
子
福
二
4

一
年
未
満
で
傷
病
に
な
っ
た
り
一
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
た

祉
年
金
、
準
母
子
福
祉
年
一
夫
等
が
死
亡
し
た
場
合
は
、
ど
一
だ
し
、
福
祉
年
金
に
は
制
限
が

金
(
補
完
的
)
一
の
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
一
あ
り
ま
ず
か
ら
、
く
わ
し
い
こ

免
除
は
受
け
て
い
る
が
未
だ
一
そ
の
場
合
に
は
次
の
補
完
的
福
一
と
は
役
場
で
ご
相
談
下
さ
い
。

f三〉①①①
し妻夫ま昭断法免昭
て等等た和はに除和
いががは三医定ま三
る義死納十師めた十受
こ務亡付六がるは六
と教しし年行ー納年
。育、て四い級i寸四給
終夫い月ま障し月
了等てかす害てか
前に滞ら 。にいら要
のよ納夫 該て当
子っ期等 当滞該
等て間の す市内傷件
を生が死 る期病
生計な亡 こ間に
計をい前 とがか
を縫こま o tJ:.か
同f寺とで といる
じし。免 のこま
くた除診とで

① 
年
金
の
種
類

障
害
福
祉
年
金

年

金

額

一八、

0
0
0円

母
子
福
祉
年
金

¥
準
母
子
福
祉
ノ

〆
年
金
を
含
む
¥

基
本
額
一
二
、

0

0
0円

加
算
額
子
二
人
目

か
ら
四
、
八

O
O

円

⑦
老
令
年
金

年
金
額
は
、
免
除
期
間
一
年

に
つ
き
三
五

O
円
で
計
算
さ
れ

六
五
才
よ
り
支
給
開
始
し
、
そ

の
額
が
一
万
二
千
円
よ
り
少
な

い
と
き
は
、
七

O
才
に
な
っ
た

と
き
よ
り
一
万
二
千
円
に
変
更

さ
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
三

0
年

間
免
除
を
受
け
た
と
し
ま
す
と

六
五
才
よ
り
六
九
才
ま
で
は
一

万
五
百
円
、
七

O
才
よ
り
一
万

二
千
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
一
一
、
保
険
料
を
滞
納
し
之
い
る

方
は
、
全
然
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

①
保
険
料
を
全
部
滞
納
し
て

い
る
方
は
、
全
然
年
金
の
支
給

が
あ
り
ま
せ
ん
。
拠
出
年
金
は

も
ち
ろ
ん
、
(
補
完
的
)
福
祉

年
金
も
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ

し
て
延
滞
金
も
つ
く
し
滞
納
処

分
も
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日

現
在
に
お
い
て
、
五

O
才
以
下

の
強
制
被
保
険
者
で
資
格
取
得

届
を
出
し
て
い
な
い
方
も
同
じ

で
あ
り
ま
す
。

②
一
部
滞
納
の
方
は
、
ど
の

年
金
と
も
支
給
要
件
を
欠
い
で

支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
多
勿
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
支
給
さ
れ
て

も
年
金
額
が
少
額
に
な
り
ま
す

①
保
険
料
の
納
め
方
は

昭
和
三
十
七
年
度
分
保
険
料

は
印
紙
を
手
帳
に
は
っ
て
納
め

ま
す
が
、
昭
和
三
十
六
年
度
分

は
年
度
が
過
ぎ
る
と
保
険
料
は

印
紙
を
は
っ
て
納
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
か
ら
、
役
場
の
職
員
に
預

け
ま
す
と
郵
便
局
、
日
銀
歳
入

代
理
屈
の
何
れ
か
に
払
い
込
む

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

四
、
滞
納
は
し
な
く
て
も
す
む

以
上
で
お
わ
か
り
と
息
い
ま

す
が
、
滞
納
を
す
る
こ
と
は
自

分
み
ず
か
ら
自
分
の
老
後
を
く

る
し
め
る
も
の
で
す
。

た
び
た
び
本
紙
又
は
回
覧
等

に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が

毎
月
の
保
険
料
を
納
入
す
る
ゆ

と
り
の
な
い
家
庭
の
方
は
、
年

令
一
手
際
と
印
を
持
っ
て
本
人
か

配
偶
者
が
届
出
さ
え
す
れ
ば
よ

い
の
で
す
。

一
年
に
一
度
届
出
る
か
、
面

倒
く
さ
い
た
め
そ
の
ま
i

ほ
お

っ
て
滞
納
を
重
ね
る
か
で
、
自

分
が
働
け
な
く
な
っ
た
と
き
毎

年
々
金
を
支
給
さ
れ
る
か
、
さ

れ
な
い
か
が
わ
か
れ
ま
す
。

現
在
「
八
月
J

一
二
十
七
年
度

の
保
険
料
免
除
を
受
付
け
て
い

ま
す
か
ら
、
保
険
料
の
納
入
が

で
き
な
い
方
は
さ
っ
そ
く
届
出

て
下
さ
い
。
お
そ
く
な
り
ま
す

と
法
に
よ
り
四
月
よ
り
の
免
除

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

五
、
被
保
険
者
の
異
動
は
早
く

役
場
に
届
け
て
下
さ
い
。

2
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
、

各
陸
共
済
組
合
等
の
被
用
者
年

金
制
度
の
資
格
を
失
っ
た
と
き

は
叉
得
た
時
は
、
国
民
年
金
の

資
格
の
得
嘆
の
手
続
き
の
必
要

が
あ
り
ま
す
か
ら
手
提
と
印
を

持
っ
て
た
だ
ち
に
役
場
に
届
け

て
下
さ
い
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
方
は
会
社

な
ど
か
ら
届
け
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。国
民
年
金
の
加
入
期
間
(
納

付
期
間
と
免
除
期
間
)
と
被
用

者
年
金
制
度
の
加
入
期
間
は
、

す
べ
て
通
算
(
合
わ
す
)
し
て

各
年
金
を
計
算
U

ま
す
か
ら
、

む
だ
に
な
る
期
聞
は
な
く
非
常

に
有
利
で
あ
り
ま
す
。

②
住
所
を
変
更
し
転
出
さ
れ

る
方
、
転
入
さ
れ
た
方
は
手
帳

と
印
鑑
を
持
ち
役
場
に
ぎ
て
、

す
ぐ
に
手
続
舎
を
し
て
下
さ
い

国
民
年
金
は
全
国
ど
こ
の
市
町

村
で
も
同
じ
要
領
で
実
施
し
て

い
ま
す
か
ら
、
住
所
変
更
の
手

続
ぎ
を
し
た
後
保
険
料
を
納
付

し
て
下
さ
い
。
こ
の
手
続
き
を

怠
り
ま
す
と
滞
納
と
な
っ
て
年

金
が
も
ら
え
な
く
な
り
ま
す
。

①
被
保
険
者
の
氏
名
の
変
更

死
亡
、
国
民
年
金
手
帳
再
交
付

の
と
き
は
、
い
ず
れ
も
早
速
役

場
で
手
続
ぎ
を
し
て
下
さ
い
。

④
生
活
扶
助
(
食
、
医
、
そ

の
他
全
般
を
受
け
て
い
る
事
)

を
受
け
て
い
る
方
は
法
に
よ
り

保
険
料
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
届

出
て
は
じ
め
て
免
除
さ
れ
る
も

の
で
す
か
ら
、
ま
だ
届
出
て
い

な
い
方
は
今
す
ぐ
届
出
て
下
さ

い
。
又
廃
止
と
な
っ
た
と
を
は

申
請
書
に
よ
り
免
除
承
認
を
受

け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
こ

れ
ま
た
届
出
て
下
さ
い
。



子時市守-~ ¥，_，一七ー」ふλ一一J尋問P一一プ九e づ

十 i1
選

、当
勺4主

炉i、'"
1i'?'J 

:l 
if 

ヨ与信-f
一一一~-~_-. 一一、一一一←-，---~'-~.-、，，~- ~ー ι_:，. ... ，--; 

一、-，'

:~ 

!

a

1

l

h

 

7
b
A
4
1
v
J
g
x
v巴t
h

l

ミ

T

J

‘i
t

d

i

J

 

t
z
'
1
1
勾

、

第 70号

で
あ
る

自
分
違
の
祖
先
が
無
意
識
的
に

も
調
和
の
と
れ
た
食
事
を
し
て

国
民
年
金
制
度
の
内
容
が

「
頭
が
よ
く
て
中
肉
中
背
心
身

共
に
健
康
で
適
当
な
社
交
を
わ

き
ま
え
た
好
ま
し
い
人
柄
/
」

こ
れ
は
誰
も
が
願
う
人
間
像
で

は
あ
る
ま
い
か
、
そ
の
土
台
と

な
る
も
の
が
私
達
の
毎
日
の
食

日
事
で
あ
る
o

そ
の

ア

D
r
食
事
の
内
容
が
ど

¥
れ
う
か
と
い
う
ζ

と

同
一
言
健
康
の
一
つ
の

捌
害
~
重
要
な
カ
ギ
な
の

、
診
)
で
あ
る
。
良
い
食

・
火
山
首
吋
日
開

ι高
山
次
の
世
代
の
好
影

若
子
(
響
は
大
き
く
、
世

斗
」
日
(
代
が
変
わ
る
た
び

川
、
に
そ
の
効
果
は
む

出
U

}

し
ろ
次
の
世
代
・
に

食
F

よ
り
大
き
く
効
果

が
現
わ
れ
る
も
の

さ
ら
に
充
実
さ
れ
ま
し
た

、
主
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f夏

よ
支
出
品
司
王

wrhfJ3FJi

い
て
く
れ
た
ら
、
今
頃
理
想
的

な
人
間
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う

に
/
:
・
:
と
く
や
ん
で
も
あ
と

の
祭
り
、
と
れ
か
ら
で
も
若
い

人
に
は
後
世
に
良
い
子
孫
を
残

し
た
い
も
の
で
す
。
食
べ
物
の

良
し
悪
し
は
マ
ス
イ
薬
の
様
に

即
効
的
な
も
の
で
は
な
く
、
長

い
長
い
習
慣
が
そ
の
効
果
を
よ

り
増
大
す
る
も
の
で
あ
る
事
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
毎
月
、
具
体
的
な

内
容
を
連
載
し
て
少
し
で
も
「

食
生
活
を
み
つ
め
る
心
」
を
養

っ
て
い
た
だ
き
、
健
康
管
理
に

期
待
致
し
ま
す
。

一
例
と
し
て
夏
の
食
生
活
を

と
り
あ
げ
て
見
る
と
、
夏
は
暑

さ
ゆ
え
消
化
器
官
全
体
の
能
力

が
低
下
し
て
食
欲
不
振
に
な
り

が
ち
で
、
と
か
く
口
当
り
の
き

わ
や
か
な
も
の
が
好
ま
れ
る
よ

う
で
す
。
季
節
柄
と
は
い
え
食

前
に
飲
物
を
と
る
と
却
っ
て
食

欲
が
低
下
し
、
そ
の
た
め
夏
や

青
少
年
保
護
育
成
運
動

に

ち

な

ん

で

の同丁

一一一一ー、。子q

‘ 
(毎月1国主子〉

一司Fι.'" .. 
~，ヤ

昭和37年9月26日(ニ)

、ぽ可
J
l
t
一
品
治
時
J
1
d
P
4
4
R
t
l

せ
や
だ
る
さ
、
ね
む
さ
を
増
す

事
に
な
る
の
で
気
を
つ
け
た
い

も
の
で
す
。
特
に
夏
進
め
た
い

食
品
は
卵
、
牛
乳
、
魚
肉
、
獣

肉
、
豆
類
、
油
脂
、
ト
マ
ト
、

人
参
、
ピ
1
7
y
、
南
瓜
等
季

節
の
も
の
、
な
す
と
か
胡
瓜
は

そ
れ
ほ
ど
沢
山
食
べ
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
酢
の
物
や
ラ
ツ

キ
ヨ
ヮ
、
梅
干
等
副
食
に
す
る

ほ
ど
食
べ
て
は
い
け
な
い
が
少

し
食
べ
る
と
弱
っ
た
胃
腸
を
刺

激
し
て
休
内
の
消
化
吸
収
が
よ

く
な
り
叉
疲
労
回
復
に
も
役
立

つ
わ
け
で
す
。

・
:
ピ
タ
ミ

y
A
を
十
分
に
:
:
:

V
A
は
夏
不
足
し
や
す
く
、
昔

は
夜
盲
症
、
そ
の
他
目
の
悪
い

人
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
一

般
的
に
も
A
欠
乏
に
備
え
て
V

A
を
沢
山
含
ん
で
い
る
(
そ
の

他
蛋
白
質
、
脂
肪
を
多
く
含
む

)
鰻
を
土
用
に
食
べ
る
習
慣
が

あ
り
、
現
在
も
土
用
の
鰻
と
云

わ
れ
る
ぐ
ら
い
で
す
。

S
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i
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f
f
t
r
γ

し
か
し
昔
の
よ
う
な
、
の
ん

び
り
し
た
世
の
中
な
ら
一
年
に

一
回
ぐ
ら
い
う
ん
と
栄
養
を
と

っ
た
ぐ
ら
い
で
す
ん
だ
の
で
し

ょ
う
が
、
今
の
よ
う
な
複
雑
き

わ
ま
る
世
の
中
で
精
神
的
に
も

敏
感
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

に
、
年
一
回
ぐ
ら
い
の
補
給
で

は
間
に
合
わ
な
く
ク
ナ
ギ
昇
り

に
高
い
ク
ナ
ギ
を
無
理
し
て
食

べ
な
く
て
も
、
も
っ
と
手
近
か

な
も
の
で
平
均
に
食
べ
る
事
の

方
が
よ
り
効
果
的
で
あ
り
、
例

え
ば
ト
マ
ト
、
南
瓜
、
ピ
1
7

y
、
人
参
等
合
わ
せ
て
毎
日
の

食
膳
に
一
人
一
日
一
五

O
P
(

ト
マ
ト
中
位
の
重
さ
一
個
で
す

)
と
る
と
理
想
的
で
す
。

昔
、
小
野
小
町
が
「
花
の
色

は
移
り
に
け
り
な
い
た
づ
ら
に

我
身
世
に
ふ
る
な
が
め
せ
し
ま

に
」
と
詠
嘆
し
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
食
生
活
い
か
ん
に
よ
っ

て
も
若
さ
は
保
つ
事
が
出
来
る

屯

B
E
B

‘Ed
E直
，
t
F
E
B
e

、dE直
B
t

の
人
は
夜
十
時
か
ら
朝
ま
で
し

か
あ
い
て
い
な
い
と
い
う
。
し

か
も
持
出
し
禁
止
だ
。
彼
は
そ

れ
で
も
許
し
を
得
て
夜
十
時
か

ら
朝
の
八
時
ま
で
を
兵
書
の
写

し
と
り
に
費
す
こ
と
に
し
た
。

彼
の
家
か
ら
そ
こ
ま
で
片
道
一

皇
半
、
そ
れ
を
少
し
も
休
む
こ

と
な
く
半
年
も
つ
づ
け
た
の
で

あ
る
。

A
V

勝
海
舟
(
一
八
二
三

l

九
九
)
江
戸
幕
府
の
海
軍
創
設
者
で
・

明
治
初
期
の
政
治
家
。
若

く
し
て
蘭
学
、
西
洋
兵
学
を
学

び
、
一
八
五
五
年
初
め
て
務
書

翻
訳
御
用
出
役
を
命
ぜ
ら
れ
、

周
年
海
軍
伝
習
生
と
し
て
長
崎

に
派
遣
さ
れ
オ
ラ
ジ
ダ
人
か
ら

海
軍
の
術
科
を
学
ん
だ
。
六
十

年
成
臨
丸
艦
長
と
し
て
ア
メ
リ

カ
に
渡
り
、
帰
朝
後
は
幕
府
の

海
軍
創
設
に
努
力
し
た
。
六
四

年
軍
艦
奉
行
に
栄
進
し
神
戸
海

軍
操
練
所
の
総
監
と
な
っ
た
が

同
所
が
過
激
思
想
を
吹
き
込
ん

だ
疑
い
を
受
け
、
周
年
免
職
と

な
り
操
練
所
も
明
鎖
さ
れ
た
。

幕
府
崩
壊
後
、
六
八
年
官
軍
の

東
下
の
と
き
に
は
旧
幕
府
の
陸

軍
総
裁
と
し
て
東
征
大
総
督
府

参
謀
西
郷
陵
盛
と
江
戸
無
血
開

城
を
成
立
さ
せ
た
。
翌
年
明
治

政
府
に
出
仕
し
七
三
年
参
議
兼

海
軍
卿
に
す
L
み
七
五
年
元
老

院
議
官
と
な
っ
た
が
周
年
免
官

八
七
年
伯
爵
と
な
り
翌
年
枢
密

顧
問
官
に
な
っ
た
。
晩
年
は
著

述
に
専
心
、
維
新
前
後
の
軍
事

外
交
に
関
す
る
著
書
を
残
し
た

、

"

一

，

「

令

、

a
d
t
h
ド

」
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て
行
っ
た
貯
蓄
に
つ
い
て
は
一
加
入
の
申
込
み
が
あ
っ
た
場

そ
の
額
が
五
十
万
円
を
こ
え
十
合
、
申
込
者
の
真
偽
が
疑
わ

な
い
時
は
、
そ
の
利
子
に
所
一
し
い
時
は
、
そ
の
確
認
を
行

得
税
が
課
せ
ら
れ
な
い
こ
と
一
う
こ
と
に
な
っ
た
。

に

な

っ

た

。

一

六

、

非

課

税

貯

蓄

申

込

書

を

提

二
、
非
課
税
貯
蓄
は
一
人
二
種
一
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

類
ま
で
と
な
っ
た
。
一
組
合
長
が
そ
の
貯
蓄
に
つ

非
諜
税
扱
い
と
す
る
こ
と
一
い
て
非
課
税
扱
い
を
受
け
よ

の
出
来
る
貯
蓄
の
種
類
を
預
一
う
と
す
る
時
は
、
貯
蓄
の
受

貯
金
、
金
銭
信
託
及
び
有
価
一
入
機
関
(
銀
行
な
ど
)
へ
非

証
券
と
し
、
一
人
が
二
種
類
一
課
税
貯
蓄
申
込
書
を
提
出
し

ま
で
認
め
ら
れ
る
と
と
に
な
一
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た

ど

う

し

て

改

正

さ

れ

ま

し

一

っ

た

。

一

七

、

証

券

会

社

に

も

窓

口

組

合

ヒ
ド
?
一
三
、
-
種
類
一
庖
舗
と
な
っ
た
一
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

答

九

i
く
分
け
て
二
つ
あ
る
一
今
ま
で
は
、
貯
蓄
を
預
入
一
た
。

一
、
国
民
の
貯
蓄
意
慾
を
高
め
一
す
る
先
は
別
に
制
限
が
な
く
一
今
ま
で
は
、
証
券
会
社
に

る
た
め
非
課
税
限
度
額
を
引
一
い
く
つ
か
の
底
舗
に
預
入
し
一
/
は
「
窓
口
組
合
」
が
認
め
ら

上
げ
た
。
(
三
十
万

t
五
O
一
て
も
か
ま
わ
な
か
っ
た
が
、
一
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
今
回

万

円

に

)

一

自

の

改

正

に

よ

り

「

非

課

一

の

改

正

に

よ

っ

て

銀

事

と

一
一
、
国
民
貯
蓄
組
合
の
、
よ
り
一
税
申
込
書
」
を
提
出
し
て
非
一
同
じ
く
窓
口
組
合
が
認
め
ら

適
正
な
運
営
を
期
す
る
た
め
一
課
税
扱
い
を
受
け
ら
れ
る
先
一
れ
る
ζ

と
に
な
っ
た
ω

濫
用
の
防
止
に
つ
い
て
必
要
一
は
、
一
種
類
一
庖
舗
に
限
ら
一
間
今
ま
で
の
貯
蓄
の
切
替
え

な
措
置
を
と
る
こ
と
に
な
っ
一
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
例
え
一
に
つ
い
て
は
ど
う
す
る
か

ヒ

一

ば

銀

行

預

金

で

あ

れ

ば

A
銀
一
答
三
月
三
十
一
日
以
前
に
組

問
:
主
な
改
正
点
に
つ
い
て
一
行
に
提
出
す
る
と
他
の
銀
行
↑
合
の
あ
っ
せ
ん
に
よ
り
、
貯

答
主
な
改
正
点
に
つ
い
て
は
一
に
は
提
出
す
る
こ
と
が
出
来
一
蓄
を
有
し
て
い
る
場
合
は
、

七
つ
の
項
目
に
分
け
ら
れ
る
一
な
い
こ
と
に
な
る
。
一
九
月
三
十
日
ま
で
は
今
ま
で

ま

F

一
四
、
窓
口
組
合
(
銀
行
な
ど
の
一
ど
う
り
、
す
べ
て
の
種
類
に

一ト一

r本
五
十
万
円
ま
で
は
非
一
窓
口
で
加
入
出
来
る
組
合
)
一
つ
い
て
三
十
万
円
ま
で
非
課

課
税
と
な
っ
た
。
一
の
貯
蓄
は
、
六
ヶ
月
以
上
の
一
税
扱
い
と
な
り
十
月
一
日
か

今
ま
で
は
三
十
万
円
を
こ
一
も
の
と
な
っ
た
。
一
ら
は
課
税
扱
い
と
な
る
。

え
な
い
と
ぎ
は
、
そ
の
利
子
一
窓
口
組
合
の
あ
っ
せ
ん
す
一
二
、
十
月
一
日
以
後
も
非
課
税

に
は
所
得
税
が
課
せ
ら
れ
な
一
る
貯
蓄
は
、
期
間
六
ヶ
月
以
一
扱
い
と
し
て
も
ら
い
た
い
場

か
っ
た
が
、
今
回
の
改
正
に
一
上
の
も
の
に
限
ら
れ
る
こ
と
一
合
に
は
、
九
月
三
十
日
ま
で

よ
っ
て
国
民
貯
蓄
組
合
の
あ
一
に
な
っ
た
。
、
一
に
「
新
法
適
用
申
込
書
」
を

っ
せ
ん
に
よ
り
「
非
課
税
貯
一
五
、
真
偽
の
確
認
が
行
わ
れ
る
一
浸
水
位
沼
一
提
出
し
な
け
れ

蓄
申
込
書
」
を
貯
蓄
の
受
入
一
こ
と
に
な
っ
た
。
一

k
カ
E
Z
U

先
(
銀
行
な
ど
)
に
提
出
し
一
窓
口
組
合
の
組
合
長
は
、
一

i

，az--E、.，
z--z，‘、，
... 、、.，・・
z'sz
‘3
・3
.. ，・
a
・z.
‘、.，
z.. ，f
‘、.・・
1
E
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一
農
業
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る

農
業
構
造
改
善
事
業
こ
つ
い
て

U
一
人
と
同
様
な
生
活
程
度
を
高
め

[

(

一

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

農

業

の

農
業
構
造
改
善
事
業
と
い
う
言
一
り
か
ね
な
い
の
で
す
。
と
の
よ
一
発
展
と
農
業
従
事
者
の
地
位
の

葉
を
聞
き
始
め
て
か
ら
ず
い
ぶ
一
う
な
む
と
の
な
い
よ
う
充
分
に
一
向
上
を
め
ざ
す
た
め
に
種
々
の

ん
長
く
た
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
一
研
究
調
査
し
て
他
の
産
業
と
も
一
施
策
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

す
。
し
か
し
国
の
方
針
が
は
っ
一
敗
け
ず
外
国
と
の
競
争
に
も
敗
一
と
一
言
っ
て
お
り
ま
す
。

き
り
決
定
さ
れ
た
の
は
最
近
で
一
け
な
い
立
派
な
農
家
を
育
て
る
一
こ
の
対
策
を
実
施
す
，
q
た
め

ず
。
農
民
が
こ
の
ま
L
の
襲
業
一
基
礎
に
な
る
よ
う
に
こ
の
制
度
一
国
は
需
要
の
延
び
る
農
産
物
の

を
続
け
て
い
た
の
で
は
時
代
に
一
を
利
用
せ
ね
ば
な
ト
り
な
い
わ
け
一
増
強
と
か
、
特
に
外
国
農
家
物

取
り
残
さ
れ
る
。
何
と
か
し
な
一
で
す
。
で
は
順
を
追
っ
て
内
容
一
と
の
競
争
の
激
し
い
も
の
L
生

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
一
の
説
明
を
致
し
ま
し
ょ
う
。
一
産
の
合
理
化
と
か
、
農
業
生
産

た
時
に
こ
の
農
業
陣
構
造
改
善
事
一
農
業
構
造
改
善
事
業
が
出
来
一
の
選
択
的
拡
大
、
農
業
生
産
性

業
が
政
府
の
手
で
打
ち
出
さ
れ
一
た
の
は
昭
和
三
十
六
年
二
月
に
一
の
向
上
、
農
業
物
価
格
安
J
農

た
の
で
、
お
ぼ
れ
る
者
の
藁
の
一
制
定
さ
れ
ま
し
た
農
業
基
本
法
一
業
資
材
の
生
産
流
通
等
、
八
項

た
と
え
に
あ
る
如
く
農
民
は
両
一
の
第
一
条
に
「
我
か
国
の
農
業
一
回
二
十
七
穣
自
余
り
に
わ
た
っ

手
を
上
げ
て
迎
か
え
た
が
、
起
一
政
策
の
目
標
は
、
農
業
及
び
農
一
て
の
施
策
が
規
定
き
れ
て
お
り

死
回
生
の
策
で
は
な
く
農
民
自
一
業
従
事
者
が
産
業
経
済
及
び
社
一
ま
す
。
そ
の
内
の
第
三
項
に
「

身
が
自
ら
の
手
で
立
上
が
る
助
一
会
に
果
た
す
重
要
な
役
割
を
考
一
農
業
規
模
の
拡
大
、
農
地
の
集

け
を
手
伝
う
の
に
と
ど
ま
り
、
一
え
た
場
合
、
国
民
経
済
の
成
長
一
団
化
、
家
畜
の
導
入
、
機
械
化

今
後
延
び
る
見
込
み
の
な
い
物
一
と
発
展
ま
た
社
会
生
活
の
進
歩
一
そ
の
他
農
地
保
有
の
合
理
化
及

は
切
捨
て
る
方
向
に
あ
り
ま
す
一
向
上
に
つ
り
合
う
よ
う
に
農
業
一
ぴ
農
業
経
営
の
近
代
化
(
以
下

こ
の
た
め
地
区
に
合
っ
た
主
幹
一
の
自
然
条
件
、
経
済
条
件
叉
社
一
「
農
業
構
造
の
改
善
」
と
総
称

作
目
を
決
定
し
て
集
中
的
に
そ
一
会
的
に
制
約
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
一
す
る
)
を
図
る
も
の
と
す
る
。

の
作
自
を
延
ば
す
こ
と
に
ふ
み
一
不
利
な
条
件
を
補
正
し
て
他
の
一
と
い
う
と
と
が
規
定
さ
れ
て
お

出
す
こ
と
で
す
。
こ
の
第
一
歩
一
産
業
と
の
生
産
性
の
ひ
ら
き
を
一
り
ま
す
。
今
回
の
農
業
構
造
改

の
方
向
を
あ
や
ま
れ
ば
大
変
で
一
少
く
す
る
よ
う
に
農
業
の
生
産
一
善
事
業
と
な
っ
て
直
接
皆
さ
ん

す
。
皆
さ
ん
自
身
が
今
後
何
年
一
性
を
高
め
て
農
業
に
従
事
し
て
一
と
関
係
が
出
来
た
の
で
あ
り
ま

か
苦
労
の
穫
を
残
す
こ
と
に
な
↑
い
る
者
の
所
得
を
多
く
し
て
、
す
。
(
以
下
次
号
〉

の
で
す
。
今
一
度
着
飾
る
事
も

い
L
が
、
自
に
見
え
な
い
食
べ

る
生
活
に
も
心
を
お
き
年
お
い

る
と
も
、
き
れ
い
な
老
人
と
し

て
し
た
わ
れ
る
よ
う
若
い
時
か

ら
心
が
け
た
い
も
の
で
す
ね
。

貯
蓄
組
合
法
の

改
正
が
行
わ
れ

ま
し
た

間
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